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医学分館における情報リテラシー教育

修業実習での一コマ
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学術情報リテラシー教育
担当者研修
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大阪市立大学

公立大学最大規模

８学部１０研究科

大阪市内にある唯一の総合大学

杉本・阿倍野・梅田サテライト

H18年度より公立大学法人化



Osaka City University Media Center

3

学術情報総合センター

杉本キャンパスにセンター本館

阿倍野キャンパスに医学分館
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医学分館

正職員４名

派遣職員２名

ほか委託職員等

サービス対象

約２,３００名
蔵書数

約１７０,０００冊
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医学科学生向けリテラシー教育

コマ 内容

１回生 OPAC （杉本）自由参加

２回生

３回生 修業実習 文献検索法全般

４回生 EBM EBM関連DB

５回生

６回生

研修医
院生

オリエンテーション
大学院基本演習

文献検索法全般
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修業実習

対象：医学科３回生約８０名

期間：毎年１月～２月

研究：基礎医学全教室に数名ずつ配属

成果：選択課題グループごとに小論文

特定テーマについて研修・実験を行い、論文を

書くために、文献検索に関する教育が必要
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医学分館「文献検索法実習」

正規の授業

分館長と職員が担当

OPACからEJまで
医中誌からPubMedまで
演習も行う
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進行表

【ホール】 全員（82名）

文献検索の必要性・文献について

【ホール】Ａ班（41名) 【情報訓練室】Ｂ班（41名)

OPAC･EJリスト解説 DB解説・演習
【医学分館】 【ホール】

文献所在の調べ方演習 OPAC･EJリスト解説
【情報訓練室】 【医学分館】

DB解説・演習 文献所在の調べ方演習

13:00

14:00

15:30

15:30

15:30

15:30
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事前アンケート(ガイダンス時･79名)

Q.センターでは何を利用したことがありますか？
a.図書 ７１人 ９０％

ｂ.雑誌 １７人 ２２％

Q.参考文献に載っている論文を探すことが？
a.できる ８人 １０％

ｂ.一応できる １８人 ２３％

c.できない ５３人 67％
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文献検索法実習のポイント

書誌事項の読み解き方

→欲しい文献を特定できない、探せない、

論文が書けない の克服

所蔵検索から論文入手までの演習

→実際に検索してみる、書架上を探して

実物を手に取ってみる
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講義のポイント

分館長の導入講話で「授業」を印象づける

学部生の興味を引きそうな話題から

素材は常にアップデート

座学でも眠らせない

手を挙げさせる、発言させる、当てる、

書かせる、講師が席の間を回る
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「ねらい」の説明

この講義・問題をなぜやるのか

この講義・問題で何を得られるのか

Win-Winの関係を目指す
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事後アンケート（１）
実習は今後役に立つか？

4%
11%

85%

役立ちそうにない

どちらでもない

役立つと思う
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事後アンケート（２）

演習することで、理解を深めることができ
ました。

もう少し演習時間をふやした方がよいと思
う(講義を減らして）
時間が短いので説明がはやい 演習時間
を増やすべき

初めて操作することばかりで、勉強になり
ました。
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問題点

場所と機器

日程

人材

教材

時間と内容

教員との連携
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解決策

看護学科学舎も利用

ケガの功名？

資料の保存と改訂、本館と素材共有

Web上ガイド・資料の充実
入学から卒業までの計画的教育

まず分館長を味方に
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素材の改訂

昔の姿をご覧ください



文献検索概論

平成１８年度 Ｍ３修業実習

2007.1.9
文献検索法実習
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内容

文献検索の必要性（医学分館長）

文献についての基礎知識

学情センター医学分館のホームページ

文献所在の調べ方

電子ジャーナル

データベース入門
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文献検索の必要性

学術情報とは

教科書的学術書

学術論文（最先端情報）

国際学会

情報の洪水

生産される学術文献の増加

情報の蓄積（電子化・データベース化）

情報の伝達（インターネット等の普及）

優れた研究者・医師をめざして
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目指す
文献を
入手

文献検索から入手まで

テーマに沿った
文献を探す

読みたい文献
の特定

文献ＤＢ
の検索

ＯＰＡＣや電子
ｼﾞｬｰﾅﾙﾘｽﾄ
の検索

特定の
文献を
探す
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文献の種類

原著論文（Articles, Original Papers）
総説（Reviews）
速報（Letters）
会議録（Proceedings）
学会予稿集（Preprints）
学位論文（Dissertations） 等
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素材の共有

本館での姿をご覧ください



学情センター情報サービス部門

学情センターを使ってみよう

情報の探索と利用2008前期
学情センター編第1回(OPAC)    2008/5/12
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本日の内容

文献情報の読みとき方

OPACの検索方法（実習含む）
学内にある資料の利用方法
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図書と雑誌論文

図書

一つのテーマに関する研究成果をまとめてみるこ
とができる

雑誌論文
速報性がある

研究分野の現在の状況を知ることができる
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２００７年１１月21日 朝日新聞 朝刊

米
科
学
誌
セ
ル
（
電

子
版
）
に
発
表
す
る
。
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Cell
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現在の教育内容

書誌事項

文献

データベース OPAC
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段階的教育内容の計画（案）

書誌事項

文献

OPAC１回生～２回生
★書誌事項の読み方
★OPACの検索



Osaka City University Media Center

31

段階的教育内容の計画（案）

書誌事項

文献

データベース ３回生～４回生
★データベースの検索
★書誌事項の抽出
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段階的教育内容の計画（案）

書誌事項

文献

データベース OPAC

新規採用研修医
新入大学院生
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医学科学生向けリテラシー教育

コマ 内容

１回生 OPAC講習会 （杉本）自由参加

２回生

３回生 修業実習 文献検索法全般

４回生 EBM EBM関連DB

５回生

６回生

研修医
院生

オリエンテーション
大学院基本演習

文献検索法全般
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リテラシー教育改正試案

コマ 内容

１回生 新入生ガイダンス 分館利用法･OPAC

２回生 文献検索講習会 書誌事項･OPAC

３回生 修業実習 DB演習

４回生 EBM EBM関連DB

５回生

６回生

研修医
院生

オリエンテーション
大学院基本演習

文献検索法全般
(おさらい～応用)
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プレゼン準備に困ったら

と、ならないために･･･
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ひみつ道具いらずの私的3原則

PowerPointには自分で手を入れよう
なくてもＯＫ！アンキパン

腕時計でいつでもちょっとリハーサル

どこでもドアは要りません

リモコンを使いこなそう

タケコプターなしで縦横無尽
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誰でも緊張するものです･･･

楽しんでプレゼンしてみてください

大阪市立大学
学術情報総合センター

井上佳代

ご清聴ありがとうございました


